
 
 

 

市町建設事業担当職員 新人・初級研修［前 期］ 

実 施 要 領 
 

 

 

１．目 的 

建設行政に携わる職員としての意識の確立を図るとともに、公共事業を取り巻く環 

境、技術公務員の職務内容を理解するとともに、工事監督・積算の基礎知識を習得す 

るほか、積算演習を通じて、職務を適切に遂行する能力を養う。 

 

 ２．対象者及び募集人員 

   （１）対象職員 

      建設事業関係課等に配属された令和７年度新規採用土木技術職員 

現在、建設事業を担当し、その経験年数が概ね３年以内の職員（事務職も可） 

 

   （２）募集人員 

      ６０名程度  ※）定員を超過した場合は人数調整を行います。 

 

 ３．開催概要 

（１）日  時 

   令和７年５月２２日（木）１０時００分～１６時４０分（講義） 

         ２３日（金）  ９時５５分～１７時００分（積算演習・講義） 

 

（２）会  場 

兵庫県私学会館 ２F 大会議室 

    

 

 

 

 

 

兵庫県まちづくり技術センター 

〒650-0012 

神戸市中央区北長狭通 4-3-13 

電話：078-335-7699 

 

（JR 元町駅東口から徒歩２分） 

（阪神電鉄元町駅東口から徒歩３分） 

（神戸市営地下鉄県庁前駅から徒歩３分） 



 

（３）講義及び講師 

      別紙「プログラム」の通り 

 

（４）携 行 品 

筆記用具、電卓 

 

４．研修会費及び納入方法 

（１）研修会費 

      ６，０００円 

    

（２）納入方法 

①支払い方法は、原則、電子請求による振込みとします。  

②研修終了後、電子請求書発行システム（楽楽明細）により請求します。  

③電子請求に未対応の市町には、当日、請求書をお渡ししますので、後日、 

 振込みをお願いします。  

※）自己都合によるキャンセルの場合、受講料は全額請求します。 

なお、研修終了後、 欠席者宛テキストをお送り致します。 

 

５．インフラメンテナンス現場の魅力を伝える ～写真家が見た現場の魅力～ 

５月２３日（金）１５時５０～１７時００分（７０分） 

神戸市出身の写真家 山崎エリナ様を講師としてお迎えし、撮影された建設現場や 

建設現場で働く人などをクローズアップし、異業種から見た建設業の魅力を伝えてい 

ただきます。  

※）実施要領の最終ページにプロフィールを添付 

 

６．その他連絡事項 

    令和５年度まで「市町建設事業担当職員 新人・初級研修」は３日間で実施してい 

ましたが、令和６年度より５月開催の前期（２日間）、９月開催の後期（２日間）とし 

て再編し実施します。 

 近年、経験者採用として入庁された職員も増えており、同職員は本研修会の教科目 

「測量実習」を熟知されている方々も多く見受けられます。 

 このようなことから、「測量実習」は後期として計画し、経験者採用の職員が受講 

の選択をできるように、令和６年度より前期・後期として再編しています。 

 

７．技術講習会の申し込み方法など 

   （１）申し込み方法 

       参加申込書を「（３）申込先」までメールでお送りください。 

      後日、研修事務ご担当者様宛て受講決定通知書を送信します。 

 

   （２）締め切り日 

      令和７年５月１４日（水）１７時まで（必着） 

 

（３）技術講習会の申込先及び問い合わせ先 

公益財団法人 兵庫県まちづくり技術センター 企画部 企画調整課 

研修担当 長谷川・相根 

                                    事務担当 須古 

〒650-0023 神戸市中央区栄町通 6 丁目 1-21  電  話：078-367-1224 

                                 メール：kenshu@hyogo-ctc.or.jp 



写真家 兵庫県神戸市出身。

パリを拠点に3年間の写真活動に専念する。40ヵ国以上を旅して撮影を続け、エッセイを執筆。
帰国後、国内外で写真展を多数開催。海外での評価も高く、ポーランドの美術館にて作品収
蔵。第72回アカデミー賞にて名誉賞を受賞した映画監督アンジェイ・ワイダ氏からもその作
品を高く評価された。ダイオウイカで話題になった自然番組・NHKスペシャル「世界初撮
影！深海の超巨大イカ」（菊池寛賞受賞）では、スチールカメラマンとして同行し深海撮影。
2018～2023年は「山崎エリナ写真展 インフラメンテナンス」を福島、新潟、大阪、東京
ビックサイトなど全国各地で開催。

橋梁、トンネル、道路のメンテナンス現場を撮影した写真集『インフラメンテナンス～日本
列島365日、道路はこうして守られている』は、インフラメンテナンス大賞優秀賞を受賞（国
土交通省）。
2023年にはこれまでの取り組みの成果が評価され、インフラメンテナンス 特別賞を受賞
（JFCE）。
2023年、2024年に土木学会誌表紙とエッセイを２年間担当。

写真集に、『アイスランドブルー』（学研）、『サウダージ』（初版 ピエブックス）、『千
の風 神戸から』（学研）、『ただいま おかえり』（小学館）、『アンブラッセ～恋人たちの
パリ～』（ポプラ社）、『三峯神社』、『インフラメンテナンス～日本列島365日、道路はこ
うして守られている』、『Civil Engineers 土木の肖像』、『トンネル誕生』、『鉄に生きる
サスティナブルメタル 電気炉鉄鋼の世界』『アクアライン 知られざる姿」（以上、グッド
ブックス）、『ローカルゼネコンの素顔 ～眼差しの先に～』（吉備人出版）、『東京下水道
設備創造』（グッドブックス） がある。

写 真 家 山 崎 エ リ ナ
山崎エリナオフィシャルサイト山崎
https://yamasakielina.com/エリナオフィシャ
ルサイト


